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商品情報収集から、各メディア ・システムの展開で各業界に普及

販促チラシ

総合カタログ

各メディアへの商品情報展開

EC

EC

各種Web展開

メールマガジン

POPなど
各種販促ツール

モバイル

CD-ROM

カタログ

各システムにも連携

詳細な商品情報

社会ニーズ

食の安心・安全情報
安心・安全な環境商品情報



投資対効果の高い
商品情報システム

メーカーメリットのある
商品情報システム

小売 メーカー

eBASE

印刷メディア ネットメディア プリントメディア

基幹システム 営業支援システム 製造システム

eBASE

印刷メディア ネットメディア プリントメディア

基幹システム 営業支援システム 製造システム

小売もメーカーも、双方にメリットが出るシステム

商品情報提供



eBASEの帳票出力機能を
活用した業務改善事例

代理店商品登録書作成業務での

営業マンの内勤削減効果

小林製薬株式会社

メーカーメリット事例



商品選択画面 ここで、出力したい商品に
チェックボックスに、
”ﾚ” を入れてください。

何品でも選択は、可能です。

選択が終わりましたら、
【データ出力】ボタンを
クリックしてください。

【帳票出力】



【取引先指定フォーマット】



現状の問題点の抽出

eBASEを導入しなければならなかった理由！

小林製薬では、営業マン１人が
卸店を１社から5社、量販店を2社から７社
担当しています。

商品登録を半期に１度、１社あたり
50商品＋10セット品分作成しなければなりませ
ん。

×６０枚×30分

80時間＝3.75日分（８時間換算）



効果

3.75日分
80時間

（８時間換算）

eBASE導入前

1社当たりの
商品登録用紙
作成時間

0.04日分
1時間

（８時間換算）

eBASE導入後

1社当たりの
商品登録用紙
作成時間

何と
80分の1に



Ｂ社

Ａ社
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メーカー Ａ社向け

Ｂ社向け

Ｃ社向け

選んで
出力するだけ！

メーカーメリット 帳票出力

帳票出力だけでも

多大な効果



タカミヤ事例

得意先提出物 （一営業あたり） ：半期180帳票
半期のべ作成時間（１帳票0.5h） ：半期9０h
合計作成時間 （営業30人） ：半期2,700h
(時給2000円換算) 

帳票分の作成コスト ：半期計540万円

【導入効果】
（作成時間は従来の１／６） １帳票0.5h→5分

半期の導入効果 ：半期計360万円削減

eBASE帳票出力機
能採用のメリットと
導入効果
大手メーカーA社では、
「eBASE」を導入し、流通
各社に対する帳票出力機能
を採用したことで、帳票作
成時間を従来の1／6に短縮
することに成功しています。

導入効果の高い 帳票出力機能

eBASEホームページから
帳票出力コストをシュミレーション

http://www.ebase.co.jp/simulation/index.html


データ収集メリット事例



仕入先

○○釣具

販売促進

商品情報配信商品情報収集

社内

商品登録用紙

書類提出

Eメール

FAX送信

商品情報提供依頼
仕様書などを各種方法

での情報収集
仕入れ先も負担！

商品部

システム

用紙を参照しながらマスター登録

営業部

仕入れ先ごとに異なる情報整理

業務部門

展開メディアごとに異なる対応

アナログ収集の為、各部門で
展開するにも手間が掛かり
ミス、ロスが発生する。

膨大なコスト！

入力負荷増大

業務負荷増大

付加価値の高い
スピーディーで正確な

情報が必要
市場での情報競争！

販売促進においての社内業務で、商品情報運用が問題

収集負荷増大

展開負荷増大

http://shopping.yahoo.co.jp/
http://www.amazon.co.jp/ref=bd_/503-0586926-4004728
http://www.takamiya.co.jp/index.php?id=1
http://www.takamiya.co.jp/index.php?eID=tx_cms_showpic&file=uploads%2Fpics%2Fdenmaru_dendo300_01.jpg&width=1200m&height=1024m&bodyTag=%3Cbody%20style%3D%22margin%3A0%3B%20background%3A%23fff%3B%22%3E&wrap=%3Ca%20href%3D%22javascript%3Aclose%28%29%3B%22%3E%20%7C%20%3C%2Fa%3E&md5=20ad575043b5337539082d56f8f10db2


仕入先

○○精工様

○○釣具様

○○商会様

○○工業様

商品情報
ＤＢ

商品情報収集

eBASEjr.を配布

eBASEjr.

比較認証

既存データと、仕入先提供
情報との整合

eBASEserver

基幹システム
各ショッピングサイト

随時更新

・基幹システムへのデータ連携
・各サイトへの商品データ自動更新

仕入先提供情報が、翌日には各種サ
イトやホストへの情報登録が可能に

業務改善

販売促進商品情報配信

販売促進においての社内業務が大幅に改善された

http://www.takamiya.co.jp/index.php?id=1
http://shopping.yahoo.co.jp/
http://www.amazon.co.jp/ref=bd_/503-0586926-4004728
http://www.takamiya.co.jp/index.php?id=1


商品情報DB

eBASEserver

社内他システム連動

eBASEclient

消費者

ネット受発注
ネットショップ

ECシステム
基幹システム
ERPシステム 等

eBASEjr.

ソフト配布型

受信
サーバー

専用登録画面
（プラグイン）

eBASEjr.

ファイル連携

メーカーから
商品情報登録

画像処理
サーバー

eB-graphic

EPS画像の
JPEG変換

eBASEjr.

チラシ、カタログ
用印刷画像の登録

ＭＤ部門 宣伝部門物流部門

eBASEjr.

eBASEjr.

カタログ制作

eB-cast
（eB-API）

環境部門

各部門毎に担当情報を
データ確認・メンテナン

ス

文具業界の大手企業でも情報収集からの運用で

カタログ製作との
連携で効果



商品の安全情報、環境情報、etc

ホームセンター業界
DIY-DB

家電業界
家電量販の

プライベートＥＤＩ

食品業界
食品スーパー、食品卸、外食企業の

プライベートEDI

ドラッグ業界

工具業界
工具卸プライベートEDI

化粧品業界
BienaPress

文具業界
DistNET

住宅業界
MediaPress-NET

ガス業界
eBASEdeGAS

日用品業界
Planet

ギフト業界
GiftNET

カー用品業界

加工食品業界

生鮮食品業界
（青果、精肉、鮮魚）

商品基本情報

約12,000ユーザー

約2７,000ユーザー超

eBASEの業界展開図



ご静聴ありがとうございます。


